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岡山市において学術・芸術の分野で中堅的存在として活躍している市民を表彰し、今後一層

の研鑽を奨励するため、昭和４９年に制定した岡山市文化奨励賞の令和７年度の受賞者が決定

しましたので、お知らせします。 

 

１ 内 容 

学術部門 氏原 岳人(うじはら たけひと) 氏 

    ＊詳しくは別添資料１にてご確認ください。 

芸術部門 天川 栄人(てんかわ えいと)氏 

    ＊詳しくは別添資料２にてご確認ください。 

 

2 選考経過 

市内の関係方面に候補者の推薦を依頼し、推薦をいただきました。その後、選考委員会での選

考等を経て受賞者を決定しました。 

 

３ 表彰式 

日時：令和７年１１月１４日（金）１０時～１１時 

場所：岡山市役所本庁舎３階 第３会議室 

※受賞者には、本賞（賞状及び賞牌）並びに副賞（賞金）を贈ります。賞牌は大桐國光(おおぎり

くにみつ)氏が制作したブロンズ浮彫です。） 

 

４ その他 

受賞者の写真データが必要な場合は、お問い合わせください。 

 

 

令和７年度（第５２回）岡山市文化奨励賞受賞者 

が決定しました 

【問い合わせ先】 

岡山市文化振興課 流尾・上林・山下・松田 

電話番号：０８６－８０３－１０５４ 内線３７４６ 



【別添資料１】 

令和 7年度（第 52 回）岡山市文化奨励賞 

学  術  部  門 

 

受 賞 者 

氏原
うじはら

 岳人
たけひと

(都市計画学) 

年  齢：43 歳 

住  所：岡山市北区 

■表彰理由 

氏原氏は、岡山県内地域をフィールドにした土地利用解析や交通行動分析等を用いて、持続可能

な都市構造や都市計画の手法を研究し、地域課題の解決のための人々の行動変容の研究にも取り組

んでいる。 

数多くのまちづくりに関する実証研究は、産官学の連携により社会実装されており、「岡山・空

き家を生まないプロジェクト」は「岡山モデル」として認知されている。また、「ファジウォーカ

ープロジェクト」は自家用車利用の削減に貢献し、『国土交通白書(2021 年版)』に優良事例として

紹介されるなど各方面から高い評価を得ている。 

持続可能な都市の実現のために、市民に向けた啓発活動も積極的に取り組み、学術研究の成果が

生かされており、現在の地域課題解決にも貢献することを期待して本賞を贈る。 

＜略歴＞ 

平成 17 年 3 月 法政大学工学部都市環境デザイン工学科卒業  

平成 19 年 3 月 岡山大学大学院環境学研究科博士前期課程修了 

平成 19 年 4 月  日本学術振興会特別研究員(DC1)として研究 

平成 22 年 3 月 岡山大学大学院環境学研究科博士後期課程修了 

岡山大学から博士(環境学)学位取得  

平成 22 年 4 月 岡山大学助教に就任 

平成 25 年 4 月  岡山市教育委員会学校防災アドバイザーに就任 

平成 27 年 7 月  アメリカ・ポートランド州立大学客員研究員として研究 

平成 28 年 4 月  岡山大学准教授に就任 

平成 28 年 4 月  「地方都市における都市スポンジ化の実証的研究―建物開発・滅 

失・空き家状況の視点から―」(共著)を発表 

平成 29 年 7 月  「ファジウォーカープロジェクト」を開始 

令和 元年 8 月  「岡山・空き家を生まないプロジェクト」を開始 

令和 2 年 10 月  「空き家にさせないための態度・行動変容に関する研究」(共著)を発表 

令和 3 年 9 月   ホームページ「氏原先生のコンパクトシティ講座」(共著)を開設 

令和 5 年 7 月   著書『空き家になる前の空き家対策』(共著)を出版 

令和 7 年 4 月   ＹОＵＴＵＢＥ「氏原先生のコンパクトシティ講座」を開設 

 



【別添資料２】 

令和 7年度（第 52 回）岡山市文化奨励賞 

芸  術  部  門 

受 賞 者 

天川
てんかわ

 栄人
え い と

(文学) 

年  齢：33 歳 

住  所：岡山市北区 

 

■表彰理由 

天川氏は、大学在学中に作家としてデビュー以降、ライトノベルや児童文庫などのエンタテイン

メント作品から、文学的なヤングアダルト小説まで幅広いジャンルで精力的に作品を発表してい

る。なかでも児童書においては、児童ペン賞をはじめ、日本児童文芸家協会賞を受賞したり、読書

感想文全国コンクールの課題図書に選定されたりするなど、高い評価を得ている。 

作品の題材やテーマでは、ＬＧＢＴＱや摂食障害などの社会課題を取り上げ、若い世代の人たち

に寄り添い、広く多様性の理解を促している。 

また、県内高校文芸部の生徒を対象にした「文芸道場おかやま」の講師を継続して務め、ワーク

ショップなどを通して、自らが岡山で受けた文化的恩恵を次世代の人材育成に還元させる取組を積

極的に展開している。 

今後とも岡山を舞台にしながら、優れた文学の創造と後進の育成の両面での活躍を期待して本賞

を贈る。 

 

＜略歴＞ 

平成 22 年 3 月  岡山県立岡山操山高等学校卒業 

平成 28 年 2 月  京都大学在学中に『ノベルダムと本の虫』(角川書店)でデビュー 

平成 28 年 3 月 京都大学総合人間学部卒業 

平成 30 年 3 月 京都大学大学院人間・環境学研究科 修士課程修了 

令和 2 年      高校生文芸道場おかやま散文部門講師(以降継続) 

令和 5 年    『おにのまつり』(講談社)で第 9 回児童ペン賞受賞 

令和 6 年    『セントエルモの光』『アンドロメダの涙』(講談社)で 

第 48 回日本児童文芸家協会賞受賞 

朝日中高生新聞に『空と花のパレード』を連載 

令和 7 年      『わたしは食べるのが下手』(小峰書店)が第 71 回青少年読書 

感想文全国コンクール(中学生の部)課題図書に選定 

令和 7 年 7 月現在、単著 22 冊、共著 1 冊 全国でワークショップや講演を行う 

令和 7 年 10 月 福武教育文化賞受賞 


